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地殻変動によって規制されたバリアーシステムの復元：千島海溝沿岸域に位置する
風蓮湖バリアーシステムの研究例
Geomorphological evolution of Furenko barrier system controlled by scismotectonics
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地形学的に見た場合，バリアー（島）地形の存在は，後氷期以降現在まで海面上昇が継続している，海進期であること
を示しているが，我が国の沿岸域では，ハイドロアイソスタシー効果によって 5000˜6000年前の海面高度が現在より 2-3
ｍ高く，多くの場合，現在は停滞もしくは海退ステージにあるため明確なバリアー（島）地形は認められない．ところ
が，北海道東部沿岸域にはこの種の地形が幾つか認められ，このうちオホーツク海に面した春国岱バリアー島，走古丹
バリアースピットおよび風蓮湖ラグーンの構成する風蓮湖バリアーシステムが，その典型例としてあげられる．風蓮湖
バリアーシステムは，オホーツク海の根室海峡に沿って西別川河口からもたらされた沿岸漂砂系によって成立している．
　このうち別海町側に位置する走古丹バリアースピットは西別川河口から南東方向に延びる 12.5kmの分岐砂嘴をなし

ており，5列の浜堤（BR1-BR5）が明瞭に認識できる．我々の研究グループは，2010年以来，走古丹バリアースピット
において測量調査とハンドボーリング調査およびボーリング試料を用いた AMS14C年代およびテフラ年代の検討を科研
費研究として実施してきた．特に浜堤間低地の掘削により，泥炭層中に樽前山（Ta-a, Ta-c），北海道駒ヶ岳（Ko-c2）や
摩周起源（Ma-d, Ma-e）の完新世テフラが多数見いだされ，これにより概ねの地形発達史を以下のように読むことが出
来た．バリアーシステムが現在の位置に成立したのは泥炭層基底の年代から 5500年前と推定されるが，最初のバリアー
は現在浸食されて存在しない．その後，5200年前と 4000年前に大規模な海進・海退があり，その都度，一時的に干潟環
境が広がった．一方，最も若い分岐砂嘴である BR1は 17世紀以降に出現し，現在活動的なバリアーである．BR2は 17
世紀にあった巨大地震によって離水した浜堤である可能性が被覆するテフラから理解される．BR3および BR4の離水年
代は明確ではないが，同時期に大規模な砂丘が出現することから，それぞれ 12-13世紀と 9世紀に出現したものと考え
ている．
　 2003年以降，南千島海溝沿岸域では 500年間隔で発生した巨大地震（Mw8.5）の存在が明確になり，特にこの地の

地盤は，17世紀の巨大地震時（もしくはその後）には 1˜2ｍ隆起し，逆に地震以降現在まで 8.5mm/年の速さで沈降して
きたことがわかっている．ゆえに，現在のバリアーシステムが地形的に明瞭であるのは，17世紀の巨大地震以降の急激
な地震性沈降による影響が大きく，さらにそれぞれの分岐砂嘴の出現は 500年間隔地震の地殻変動に規制されていた可
能性がある．
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